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竹
島
問
題
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
基
本
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
で
竹
島
問
題
を
主
管
す
る
の
は
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
北
東
ア
ジ
ア
課
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

山
田
重
夫
北
東
ア
ジ
ア
課
長
が
現
職
に
就
任
し
た
後
、
同
課
長
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
課
員
が
竹
島
問
題
に
関
す
る
講
演
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

三

山
田
重
夫
北
東
ア
ジ
ア
課
長
が
現
職
に
就
任
し
た
後
、
同
課
長
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
課
員
が
竹
島
問
題
に
関
す
る
寄
稿
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

四

外
務
省
は
北
東
ア
ジ
ア
課
が
竹
島
問
題
に
関
し
て
、
国
民
の
知
る
権
利
に
応
え
る
べ
く
、
必
要
か
つ
十
分
な
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

五

二
〇
〇
七
年
三
月
二
日
付
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
八
〇
号
）
に
お
い
て
、
「
竹
島
の
返
還
実
現
は
国
策

か
。
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
政
府
と
し
て
は
、
竹
島
は
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
竹
島
の
領
有
権
の
問
題
の
平
和
的

な
解
決
を
図
る
た
め
粘
り
強
い
外
交
努
力
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
が
、
右
答
弁

は
、
竹
島
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る
以
外
の
形
態
で
の
竹
島
の
領
有
権
に
関
す
る
問
題
が
解
決
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

認
め
る
も
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

一



右
質
問
す
る
。

二


